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１．豊田北バイパスの事業概要

一般国道１５３号は、名古屋市を起点とし、愛知県豊田市、長野県飯田市、駒ヶ根市などの主要都市を経て長野県塩尻市に

至る延長２２０ｋｍの名古屋都市圏と長野県中信地域とを結ぶ幹線道路です。

一般国道１５３号豊田北バイパスは、豊田市逢妻町を起点とし、同市扶桑町に至る延長約5.7kmのバイパスであり、下記の４

点を主な目的として事業を推進しています。

①渋滞の緩和 ②交通安全の確保

③沿道環境の改善 ④都市機能の開発支援

一般国道１５３号は、名古屋市を起点とし、愛知県豊田市、長野県飯田市、駒ヶ根市などの主要都市を経て長野県塩尻市に

至る延長２２０ｋｍの名古屋都市圏と長野県中信地域とを結ぶ幹線道路です。

一般国道１５３号豊田北バイパスは、豊田市逢妻町を起点とし、同市扶桑町に至る延長約5.7kmのバイパスであり、下記の４

点を主な目的として事業を推進しています。

①渋滞の緩和 ②交通安全の確保

③沿道環境の改善 ④都市機能の開発支援

（１）事業目的（１）事業目的
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豊 田 北 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

豊田北バイパス

豊田市逢妻町から豊田勘八IC方面を望む
平成２０年１月６日撮影
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（２）計画概要

【平面部】

【高架部】

【掘割部】

－ ２ －

●事業名 ：一般国道１５３号豊田北バイパス

●起終点 ：（起点）愛知県豊田市逢妻町

（終点）愛知県豊田市扶桑町

●延長 ：５．７km

●道路規格 ：第３種第１級

●設計速度 ：８０km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：昭和６０年度（計画変更：平成２年度）

●事業化 ：平成１８年度（国道４１９号～(都)平戸橋水源線）

平成２０年度（国道１５５号～国道４１９号）

●用地着手年度：平成２１年度

●工事着手年度：平成２０年代中頃

●前回の再評価 ：ー

： 平成１８年度
（国道４１９号～ (都)平戸橋水源線）

： 平成２０年度
（国道１５５号～国道４１９号）

●全体事業費 ：３４２億円

●事業名 ：一般国道１５３号豊田北バイパス

●起終点 ：（起点）愛知県豊田市逢妻町

（終点）愛知県豊田市扶桑町

●延長 ：５．７km

●道路規格 ：第３種第１級

●設計速度 ：８０km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：昭和６０年度（計画変更：平成２年度）

●事業化 ：平成１８年度（国道４１９号～(都)平戸橋水源線）

平成２０年度（国道１５５号～国道４１９号）

●用地着手年度：平成２１年度

●工事着手年度：平成２０年代中頃

●前回の再評価 ：ー

： 平成１８年度
（国道４１９号～ (都)平戸橋水源線）

： 平成２０年度
（国道１５５号～国道４１９号）

●全体事業費 ：３４２億円

あいち けん とよた し あいづま ちょう
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（参考：新規採択時）



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 豊田北バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間
費用を減じた差額

■走行経費減少便益： 豊田北バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却
費等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整
備（維持・修繕）費、車両償却費等）

豊田北バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞に
よる損害額等）から、整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損
失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的
損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■事業費： 豊田北バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）

■維持管理費： 豊田北バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

○．○○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
４２２億円 ＋ ２１億円 ＋ ４．６億円

２５９億円 ＋ １２億円

４４７億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

１．６

２．費用対効果分析（費用便益比（B/C））
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝ １．７
４２２億円 ＋ ２１億円 ＋ ４．６億円 ４４７億円

２５０億円 ＋ １２億円

２７１億円

２６２億円

－ ３ －

○（参考）新規採択時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

新規採択時のＢ／Ｃ

（1工区：国道155号～国道419号） ：３．８

今回再評価時のＢ／Ｃ（全線） ：１．６

【新規採択時からの変更点】
１．費用便益分析マニュアルの改訂

①便益算出の検討年数を40年から50年に変更
②便益算出に用いる車種別の時間価値原単位等の変更

２．交通流推計に用いるデータの変更
①OD表のベースとなる道路交通センサスを平成11年度から平成17年度に変更
②将来OD表の作成に用いるブロック別・車種別走行台キロの伸び率を変更

（2工区：国道419号～（都）平戸橋水源線） ：２．８



３．前回評価時との比較表

－ ４ －

国道153号現道
の渋滞損失時間
124万人時間/年
（Ｈ１８）

－

H20新規
評価

H18新規
評価

－

－

－

約４４０億円

約１１７億円

３．８

１４７億円

事業が計画通り進捗したため事業 ４％
用地 ２％

－事業の進捗状況

－約４４７億円－総便益（B）

総費用（C） －約２６２億円－残事業

費用便益分析マニュアルの改訂
交通量推計に用いるデータの変更

約４４７億円約４０７億円総便益（B）

総費用（C） 費用便益分析マニュアルの改訂約２７１億円約１４６億円全体事業

－３４２億円１９５億円全体事業費

国道153号現道の交通量が増加
傾向であるため

－

－

備 考

国道153号現道の
渋滞損失時間
116万人時間/年
（Ｈ１６）

－

２．８

前回評価（参考）

国道153号現道の
渋滞損失時間
124万人時間/年
（Ｈ２０）

事業を巡る社会情勢等の
変化

１．６費用対効果（B/C）

１．７

今回評価
（H22再評価）

費用対効果（B/C）

事 項



事業を巡る社会情勢等の変化
■豊田市中心部を通過する国道153号現道は、人口増加・地域産業発展等により交通量が増加傾向にあると伴に、渋

滞損失時間が高い状況です。また主要渋滞ポイントが１箇所存在します。
■広域ネットワークである国道153号の通過交通が都市内に入り込み、都市部の混雑が著しい状況です。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により交通の経路転換が図られ、国道１５３号現道における交通量が減少します。
■これにより、渋滞損失時間は約４割削減し渋滞が大幅に緩和されます。

事業を巡る社会情勢等の変化
■豊田市中心部を通過する国道153号現道は、人口増加・地域産業発展等により交通量が増加傾向にあると伴に、渋

滞損失時間が高い状況です。また主要渋滞ポイントが１箇所存在します。
■広域ネットワークである国道153号の通過交通が都市内に入り込み、都市部の混雑が著しい状況です。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により交通の経路転換が図られ、国道１５３号現道における交通量が減少します。
■これにより、渋滞損失時間は約４割削減し渋滞が大幅に緩和されます。

■■ 渋 滞 の 緩 和渋 滞 の 緩 和

４．評価の視点

＜国道１５３号の渋滞状況 （渋滞損失時間）＞

国道153号の渋滞損失時間を3Dで表示
※渋滞損失時間：Ｈ２０プローブより算出
※交通量：名四国道事務所調査

－ ５ －

＜豊田北バイパス供用に伴う時間削減効果＞

※渋滞損失時間：Ｈ４２推計値
※交通量：Ｈ４２推計値

豊田北バイパス
豊

田
南

バ
イ

パ
ス

豊田北バイパス並行区間（国道153号）

渋滞損失時間１２４万人時間／年
(愛知県内国道１５３号の約１７％）

国道１５３号における
主要渋滞ポイント

主要渋滞ポイント緩和

久保町2交差点付近交通量

通過交通

愛知県直轄国道平均の

17.7万人時間/年㎞ 以上
17.7万人時間/年㎞ 以下

【整備前】【整備前】 【整備後】【整備後】
渋滞損失時間が

１２４→７１万人時間/年
【約4割削減】

国道１５３号現道の渋滞状況

国道１５３号現道（挙母町交差点付近）

国道１５３号現道（小坂本町6交差点付近）

市街地部で交差点が連担しており
ピーク時に激しく渋滞する

写真①

写真②

写真①

写真②

26,500台/日（H17センサス）

久保町2交差点付近交通量

24,300台/日（H42）

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 に 関 す る 視 点
１）事業をめぐる社会情勢等の変化及び投資効果１）事業をめぐる社会情勢等の変化及び投資効果
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挙母町交差点
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事業を巡る社会情勢の変化
■豊田中心部を通過する国道153号現道は死傷事故率の高い区間が多数存在し、愛知県内直轄国道の平均値を

上回る区間が多数存在します。
■通過交通である大型車が都市内に入り込み、２車線区間の歩道未設置区間で危険な状況が見られます。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により国道153号現道の交通が減少し、交通事故件数が約１０％削減する効果が得られます。
■また、バイパス効果による通過交通の都心流入抑制により、１５３号現道の安全性が向上します。

事業を巡る社会情勢の変化
■豊田中心部を通過する国道153号現道は死傷事故率の高い区間が多数存在し、愛知県内直轄国道の平均値を

上回る区間が多数存在します。
■通過交通である大型車が都市内に入り込み、２車線区間の歩道未設置区間で危険な状況が見られます。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により国道153号現道の交通が減少し、交通事故件数が約１０％削減する効果が得られます。
■また、バイパス効果による通過交通の都心流入抑制により、１５３号現道の安全性が向上します。

４．評価の視点

－ ６ －
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約１０％
減少

※事故削減効果は豊田南バイパスの整備も含む

＜豊田北バイパス供用に伴う
国道１５３号現道・事故削減効果＞

＜国道１５３号の事故状況 （死傷事故率）＞

愛知県内平均（直轄国道）
75.5件/億台キロ

出典：H17-H20名国管内事故データ

国道１５３号現道（越戸地区付近）

通過交通の大型車が都市内に入り込み、
現道の安全性確保が必要。
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豊田北バイパス

写真位置

ワースト1：
挙母町交差点

ワースト3：
東新町5交差点

ワースト2：
小坂町10東交差点

■■ 交 通 安 全 の 確 保交 通 安 全 の 確 保

ワースト1：
挙母町交差点

ワースト2：
小坂町東10交差点

ワースト3：
東新町5交差点

（件/億台キロ）

死傷事故率愛知県平均（直轄国道）

（75.5件/億台キロ）以上の区間

（件/年）

死傷事故率（75.5件/億台キロ）以上

死傷事故率（75.5件/億台キロ）以下
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事業を巡る社会情勢の変化
■豊田市市街地内の国道153号現道では、騒音が一部区間において環境基準を超過する区間がみられます。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により国道153号現道の交通が減少するとともに、排水性舗装との複合効果で、国道153号現道の

沿道における夜間の騒音値は環境基準（６５dB）を下回ることが見込まれます。

事業を巡る社会情勢の変化
■豊田市市街地内の国道153号現道では、騒音が一部区間において環境基準を超過する区間がみられます。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により国道153号現道の交通が減少するとともに、排水性舗装との複合効果で、国道153号現道の

沿道における夜間の騒音値は環境基準（６５dB）を下回ることが見込まれます。

４．評価の視点

－ ７ －

＜国道１５３号現道の騒音状況＞

夜間要請限度
７０dB

夜間環境基準
６５dB

夜間の環境基準を 超過

豊田北バイパス整備と併せて
排水性舗装整備を行うことで

【６５dBを下回る
見込み】

（久保町２交差点付近）

整備前 整備後
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■■ 沿 道 環 境 の 改 善沿 道 環 境 の 改 善
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豊田北バイパス

写真位置

環境基準超過区間

国道１５３号現道（久保町２交差点付近）



豊田勘八 I.C 

豊田市 

豊田 I.C 

C 

豊田松平 I.C

枝下 I.C

力石 I

豊田市 

よし市 

事業を巡る社会情勢の変化
■豊田地区北部はＤＩＤ地区が拡大しており、区画整理、工業団地及び三次救急医療の新設・拡張がみられます。
■上記に伴い豊田地区北部で増加する交通量を効果的に処理するネットワークの必要性が高まっています。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により豊田外環状のバイパス機能が発揮され、交通集中する市街地の回避が可能となり、物流

交通を支援します。
■花本産業団地から東海環状自動車道豊田勘八インターや東名高速道路豊田インターへ のアクセスがスムーズになります。

事業を巡る社会情勢の変化
■豊田地区北部はＤＩＤ地区が拡大しており、区画整理、工業団地及び三次救急医療の新設・拡張がみられます。
■上記に伴い豊田地区北部で増加する交通量を効果的に処理するネットワークの必要性が高まっています。

事業の投資効果
■豊田北バイパスの整備により豊田外環状のバイパス機能が発揮され、交通集中する市街地の回避が可能となり、物流

交通を支援します。
■花本産業団地から東海環状自動車道豊田勘八インターや東名高速道路豊田インターへ のアクセスがスムーズになります。

４．評価の視点

＜豊田北バイパス整備による時間短縮効果＞

－ ８ －

豊田勘八IC

豊田IC

※時間短縮効果は豊田南バイパスの整備も含む

豊田花本産業団地

豊田ICアクセスが

２１分→１１分

豊田勘八IC
アクセスが

１１分→６分宮上

浄水特定

＜豊田地区北部の開発状況＞

寺部

工業団地等の新設・
拡張もみられる。

Ｈ17年ＤＩＤ地区Ｓ60年ＤＩＤ地区 区画整理事業（開発中）

工業団地・大規模工場

豊田篠原

豊田花本

トヨタ自動車貞宝工場

豊田厚生病院

三次医療施設

豊田地区北部付近で

ＤＩＤ地区拡大傾向。
西広瀬

交通集中する
市街地

東
名

高
速

道
路

東
海
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道

矢作川

■■ 都 市 機 能 の 開 発 支 援都 市 機 能 の 開 発 支 援



■平成２１年度より用地着手。（事業進捗率は４％、用地取得率は２％ 。（平成２２年度末 見込み））

■早期工事着工に向け、設計協議、用地調査及び用地買収を実施中です。

■平成２１年度より用地着手。（事業進捗率は４％、用地取得率は２％ 。（平成２２年度末 見込み））

■早期工事着工に向け、設計協議、用地調査及び用地買収を実施中です。

■国道155号～（都）平戸橋水源線区間
Ｌ＝５．７ｋｍは暫定２車線の早期供用を目指します。

■国道155号～（都）平戸橋水源線区間
Ｌ＝５．７ｋｍは暫定２車線の早期供用を目指します。

４．評価の視点

－ ９ －

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点

２）事業の進捗状況２）事業の進捗状況



１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減（橋梁の多径間化等）に努めながら事業を推進

していきます。

１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減（橋梁の多径間化等）に努めながら事業を推進

していきます。

４．評価の視点

２）代替案立案等

■豊田北バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞
の緩和、交通安全の確保、沿道環境の改善や都市機能の開発支援など、期待される効果が大きい合理的な
計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■豊田北バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞
の緩和、交通安全の確保、沿道環境の改善や都市機能の開発支援など、期待される効果が大きい合理的な
計画であるため、計画の変更は困難である。

－ １０ －

（ ３ ） コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点

５．県・政令市への意見聴取結果

■愛知県の意見

1. 「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。

2. 現在、愛知県で整備を進めている国道４１９号（陣中町～上原町）の拡幅事業は平成２０年代中旬に完了する予
定であり、この事業効果を早期に発現させるためにも、国道４１９号と接続する豊田北バイパスについては、平
成２０年代後半の供用を目指し、整備促進をお願いしたい。

3. なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いした
い。

■愛知県の意見

1. 「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。

2. 現在、愛知県で整備を進めている国道４１９号（陣中町～上原町）の拡幅事業は平成２０年代中旬に完了する予
定であり、この事業効果を早期に発現させるためにも、国道４１９号と接続する豊田北バイパスについては、平
成２０年代後半の供用を目指し、整備促進をお願いしたい。

3. なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いした
い。



①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■国道１５３号及び豊田都市内幹線道路の交通混雑

■豊田市中心部において国道１５３号現道で死傷事故率の高い区間が集中

■豊田市街地内の国道１５３号現道・２車線区間で、一部環境基準を超過

２）事業の投資効果

■国道１５３号現道交通量の減少・渋滞損失時間は約４割削減（円滑なモビリティの確保）

■国道１５３号現道の交通事故件数が約１０％削減

■排水性舗装との複合効果で環境基準超過区間が解消

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．６

３）事業の進捗状況

■用地取得率は約２％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は約４％（平成２２年度末見込み）

①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■国道１５３号及び豊田都市内幹線道路の交通混雑

■豊田市中心部において国道１５３号現道で死傷事故率の高い区間が集中

■豊田市街地内の国道１５３号現道・２車線区間で、一部環境基準を超過

２）事業の投資効果

■国道１５３号現道交通量の減少・渋滞損失時間は約４割削減（円滑なモビリティの確保）

■国道１５３号現道の交通事故件数が約１０％削減

■排水性舗装との複合効果で環境基準超過区間が解消

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．６

３）事業の進捗状況

■用地取得率は約２％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は約４％（平成２２年度末見込み）

６．対応方針（原案）

以上のことから豊田北バイパスの事業を継続する。

②事業の進捗の見込みの視点
■国道155号～（都）平戸橋水源線区間：Ｌ＝５．７ｋｍ 暫定２車線の早期供用を目指す

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■ 技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に務めながら事業を推進していく

■豊田北バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、交通安全の確保、沿道環

境の改善や都市機能の開発支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

②事業の進捗の見込みの視点
■国道155号～（都）平戸橋水源線区間：Ｌ＝５．７ｋｍ 暫定２車線の早期供用を目指す

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■ 技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に務めながら事業を推進していく

■豊田北バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、交通安全の確保、沿道環

境の改善や都市機能の開発支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

平成１８年度の事業評価監視委員会から一定期間（５年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

－ １１ －


